


　太平洋戦争末期、男性の多くは兵役につく一方、女性や
子どもは銃後で工場作業や奉仕活動に協力しました。知覧
にあった高等女学校に通っていた生徒たちも長崎の軍事工
場で魚雷作りに従事したり、特攻基地となった知覧飛行場で
奉仕活動に参加しました。79年前の生徒たちは、学ぶ機会
を戦争によって失ったのです。
　本企画展は、南九州市に所在した
高等女学校に通った女学生たちの
戦争体験を紹介すると共に、彼女たち
が奉仕活動を通して交流した特攻隊員
の関連遺品を展示します。


